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デジタルハリウッド⼤学⼤学院 教授佐藤 昌宏
さとう まさひろ

■NTT、ライブドア、デジタルハリウッド（経営企画室執⾏役員）の実務経験と⼆
度の起業を経験し、現在はデジタルハリウッド⼤学院にて、実務家教員として
「EdTechイノベーションに関する研究実践」及び学⽣の指導を⾏う。
■2004年には、構造改⾰特区を活⽤した、⽇本初の株式会社による専⾨職⼤学院
デジタルハリウッド⼤学院の学校設置主要メンバーとして設⽴に参画する。
■総務省 先導的教育システム実証事業プロジェクト・マネジメント・オフィス
プロジェクト・マネージャーやEdTechスタートアップのメンター、各種審査員等
を務める。

教育にイノベーションを起こすことを目的に、デジタル
テクノロジーを活用したサービスやコンテンツを開発し
たり、イノベーター育成、業界全体を盛り上げて行く活
動や研究実践を展開
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お話したいこと

１．EdTechから見た、教育ＩＣＴの将来像

２．教育クラウドプラットフォーム協議会
のあり方について

どちらかと⾔えば、産業界向け
（今回は教育者向けではない）

教育クラウドPFに向けた
エールを込めた提⾔

誰に向けた話？ どんな話？
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１．EdTechから見た、教育ICTの将来像

■デジタルテクノロジーの劇的な進化

デジタルテクノロジーを活⽤し、教育という、仕組み、産業（ビジネスモデ
ル）、学習スタイル、コンテンツなどにイノベーションを起こすムーブメント

・デジタルテクノロジーの劇的な進化

・スタートアップの創造性、⾰新性

・海外の先進性

背 景

キーワード

◇（⼀部の）学習者が先⾏
・テクノロジーは、制度を形骸化する側⾯がある
・Learning over Education by Joi Ito  

「教育」という仕組みを超えた「学び」が⼿に⼊る
◇提供側の参⼊障壁低下

・eラーニングとの違い
・教育の「シロウト」の参⼊ →（既成概念にとらわれない新しい提案。改⾰の可能性）

まだ、過渡期ではあるが、⼤きなイノベーションの可能性を秘めている

EdTech
とは？

（教育×テクノロジー）
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■合格率１．９％ ２０１６年
（スタンフォード、ハーバード５％）

■学費 $10,000/年 ⽣活費込$28,500/年
（ハーバード$43,000/年 ）

■留学⽣⽐率７８％

■「ハーバードより難関、
全寮制”ミネルバ⼤学”がぶち壊す
オンライン⼤学の常識」by collegino

■４年間で７カ国で学習

■１００％プロジェクト・ベースト・ラーニング

１．EdTechから見た、教育ICTの将来像

事例１：
ミネルバ⼤学（Minerva Schools at KGI）
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１．EdTechから見た、教育ICTの将来像

・アンケートから始まる
・発⾔をすべてログ化
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１．EdTechから見た、教育ICTの将来像

・参加状況を可視化
・⼀⼈ひとりに事実に基づいた学習評価をフィードバック

Learning over Education
徹底した「学びの場」の提供
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１．EdTechから見た、教育ICTの将来像
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ブロックチェーンを教育に活⽤

１．EdTechから見た、教育ICTの将来像

事例2：
Jane McGonigal on the Blockchain Education Model
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スキルのトラッキング
信 ⽤

学び → 稼ぐ

１．EdTechから見た、教育ICTの将来像
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リンクトインが教育事業参⼊ 修了証をプロフィールに表⽰
2016.04.04 Forbes

１．EdTechから見た、教育ICTの将来像

LinkedIn オンライン学習⼤⼿の
Lynda.comを15億ドルで買収 2015.04

Coursera Verified Certificate

Udacity Nanodegree

MOOCʻsの修了証

現時点で学習履歴のブロックチェーン化は明らかではないが、今後の可能性は⼤きいと予測
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■学びへのシフトに伴って、学校、塾、家庭、そして世界が
シームレスに繋がる

１．EdTechから見た、教育ICTの将来像

■ここをグローバル・デファクト・スタンダードの覇者が
とるのがICTの世界

■テクノロジーの普及に伴い、「教育から学び」へシフト

■シームレス化に伴った、新しい学びの仕組みの必要性
(新たなビジネスチャンスも到来)

⿊船襲来？！ 組むか戦うか？
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① 学校における基本的なテクノロジー活⽤の啓蒙、普及促進

２．教育クラウドプラットフォーム協議会
のあり方について

・ネットワーク外部性によるユーザー便益の最⼤化

③ 各社の独⾃性、⾃由競争の担保

・各ステークホルダーへのICTリテラシー強化（キャラバン等）

② 利⽤者（学習者）における利便性の追求

・サービス提供者側のコスト低減や新市場の創出

※そのために、何らかの技術標準化は必要と思われる

・国がやるべきことの明確化

・各社のアドバンテージを阻害しない共通基盤作り

・実践者、変⾰者へのリスペクト（表彰等）
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@satomasa1224

satomasahiro@dhw.ac.jp

ご清聴ありがとうございました。
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